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【令和３(2021)年度 中間評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 想定を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、 

一部に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止が適当で

ある 

（研究の概要） 

本研究は、外界から遮断され動作点変動のない π 型量子計算回路により、量子回路の大規模化と量

子状態のコヒーレンスとのトレードオフを明らかにして、その知見を基に、１００量子ビット大規模回

路を作製し、量子アルゴリズムを実行して量子超越性（古典計算機に勝る計算能力の証明）を実証しよ

うとするものである。 

 

（意見等） 

これまでのところ幾つかの重要な進展があり順調である。 

例えば、π量子ビット単体寿命として従来比で４００倍長い１．６マイクロ秒を達成している。さら

に、π量子ビット単体の性能検証と制御用回路の設計・試作、回路評価系の整備、及びそれらを組み合

わせたモノリシック回路の試作まで到達している。 

このように、π量子ビット単体のコヒーレンス時間の改善が示され、オール窒化ニオブ（NbN）型構

造による π量子ビットの試作へ進んでいる点で評価できる。 

 


